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1 はしが善一農業生産発展の基盤一

低開発国農業発展のための基礎的な政策は,人的要因としては教育投資であり,物的要因と

しては生産基盤条件の整備のための投資である｡ そのいずれ も必要不可欠であり,その軽重を

論ずることはできない｡教育投資,いわゆる man power の質的改善,あるいはその動員な

り,産業部門間の再配置については,別の機会に論 じたいと思 う｡

農業生産の基盤条件の整備は公共投資として行なわれる｡それは工業部門投資のように,一
●■●●■●

見はなばな しくはない｡それは速効的でな く,かな りの時間的経過のうちに, しだいに効果が

現われて くる｡ したがって,ともすれば,経済発展をいそぐ低開発国においてほ軽視されがち

であるが,農業生産性拡充に priority を おく経済開発計画においては,とくに重視 されなけ

ればならない｡

農業生産の基盤条件の主要なものは,なにより港渦排水である｡ これは土地条件整備ともい

えよう｡ しか し,交通 ･市場条件の改善 も,生産基盤条件の整備として土地条件整備に劣 らず

重要である｡ なぜなら,農業開発は,低開発国においては,根本的には農業の自給自足段階か

ら商品生産段階への発展を意味するからである｡ (もちろん,そうでない場合 もある｡ 商品生

産が進んでいるが,なおかつ食糧輸入をはからねばならない型,あるいは食糧不足のため自給

用食糧生産増大をせまられている型 もある｡その場合で も,交通地位の改善は,食糧搬入,あ
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るいは食糧増産の資材搬入のための必要欠 くべからざる条件となるであろう｡)
｡････ 1)

さきに拙稿で,タイ経済と農業とのめざましい最近10年の発展をとりあげた｡その論文にお

いて,わた くLはタイは低開発国の経済発展のモデル ･ケースと考え,その経済発展のうち農

業のはた している役割を高 く評価 した｡経済開発計画のなかで農業に priority をお くことに

強 く賛成 した｡た しかに,今 日までのタイ農業の成長発展には,水稲生産性の増大と安定,な

らびに畑作物の急激な増産,いいかえると農業多角化 (agriculturaldiversi丘cation)の急速

な進展が見 られる｡

このうち,た しかに戦後の水稲生産性の増大と安定とには,濯概排水条件の整備が貢献 して

いるところは大きい｡ もちろん,タイにおける潅概排水計画は,たんに水稲栽培のためだけで

な く,水田裏作としての畑作物導入のための濯概をも目的としている｡とりわけ,雨季と乾季

とが明瞭に区別されるタイでは,乾季の畑作物栽培発展のためには,畑地港概がきわめて重要

である｡ (この点,タイの裏作濯概は,日本の場合にくらべると,いちじるしく重要であるこ

とに注意されたい｡また,タイで 2毛作という場合,マラヤのように水稲-水稲の 2毛作を意

味するのでな く,日本 と同 じく水稲一畑作物の 2毛作であることが多い｡水稲 2毛作は濯概用

水の不足という制約条件のため,ほとんど不可能である｡)

しか し,タイにおける農業多角化の急速な発展の理由として,(1)政府の奨励政策,(2)輸送機

関の発展,(3)漕概事業の進展,(4)外国とくにアメリカと国連の援助,(5)開発可能地の豊富な存

荏,(6)農地制度改革をまたず して土地の比較的に平等な配分,(7)政治的安定,(8)農業改良普及

事業の展開,(9)農民の自主的な意欲,(10)世界経済の好況と世界貿易の伸長,(11は くに日本がタ
2)

イからの輸入を米から畑作物にきりかえたこと,などがあげられている｡

このうち,わた くLは,とくに強調 したいのは,交通条件の改善である｡ タイの場合,かつ

て植民地でなかったために,交通条件はひじょうに劣っていた｡すなわち,植民地の場合,翠

事的目的と植民地統治強化のために,まず交通条件の整備,鉄道ならびに道路が重点的にとり

あげられるのが普通であった｡ところが,タイは逆に,この国の侵略防衛のために,む しろ交

通の改善をはからないほうがよいという考え方をとってきた｡ もちろん投下資本の不足 もその

一因となっている｡ したがって,水路以外の交通手段は皆無にひとしかったのである｡ しか し

ひじょうに注 目すべきこととして,戦後の,とりわけ過去10年間の道路建設は,まさに交通条

件の画期的な改善をもたらした｡ これが消費財の導入をとおして農民の生産意欲なりmotiva-

tion なりを刺激 し,農産物の搬出を促進 し, さらに新 しく開墾作付を可能にしたのである｡

とりわけ注意すべきは,さきに触れたように従来,タイは水運の国であり,河川なり運河にそ

1) 拙稿 ｢タイの経済発展と農業｣『東南アジア研究』第 3巻第 5号 (1966),pp.2-39.
2) Lester良.Brown,AgriculturalDiversijicationandEconomicDeZJeZoPmentinThailand:A

CaseStudy.ForeignAgriculturalReprtNo.8(Washington,D.C.:U.S.D.A.,1963),pp.23-26.

490 - 92-



本岡 :タイ農業 におけ る生産基盤の整備

3)
って農業が営まれていた｡ この水路か ら離れた地域は農業的には利用されなかった｡ ここに鉄

追,道路が建設 され るにおよんで,畑作が急激に伸展する｡交通条件の改善 こそ農業多角化の

最 も重要な基礎的条件なのである｡

本稿の主題 とするところは,農業生産の基盤条件としての濯概排水条件の整備,とりわけ,

そのうちでの,これまで軽視 されている末端水利組織の整備問題である｡ しか も,その問題を

技術的側面からでな く,社会経済的 ･政策的側面から,と くに現地調査に もとづいて,検討 し

ようとする｡

これにたい し, もちろん交通条件の改善は,広 く経済開発政策に属するものの,狭義の農業

開発政策には入 らないのが普通だ｡ しか し,少な くとも,タイの農業開発を論 じ,生産基盤条

件の整備をとりあげるとき,交通条件の改善に触れないでお くことはできない｡そのため,つ

ぎに一節を設けて,この問題に,簡単なが ら,あてておきたいと思 う｡

2 交通条件の整備発展-とくに戦後の道路建設計画の展開について一

水運の国タイで も自然水路の恵まれた地域は中央部平原にかぎられた, ここでは自然水路を

改修 したり,運河を もうけた りして,水運の発達にまで努力がむけられた｡その反面,水路に

接 しない地域は,いっさいの交通から隔離 された孤立的位置にあるか,未開発状態におかれて

いた ｡

国内交通手段の第 1次革命は,第 1次世界戦争後に急速に進められた鉄道建設である｡

タイの本格的な鉄道建設は,1897年に着工 された Bangkok-NakhonRatchasimaをむすぶ

Khorat線で1901年その完成を見た｡ ここではじめて,Bangkokと東北 タイの入 口とがむすば

れた｡その後,北部線が延長 され,また南部線はマラヤか らのびてきたが,第 1次世界戦争直

後になって,鉄道建設期に入 り,1921年には Chiangmaiまでの北部線が完成｡ 1926年には

Cambodia国境の Aranyaprathetに至る東部線が竣工 して,Phnom Penh との鉄道連絡が

可能となった｡他方1922年,マラヤの Penang につながる南部急行 (SouthernExpress)が

運行を開始 し,1926年には NakhonRatchasimaか ら Ubonへむすぶ Ubon線,つ づいて

Udonthani-のびる Udon 線が完成 した｡ (Laosの Vientiane対岸の Nongkhaiに至る

Udonthaniからの延長線は1955年に完成｡)

第 1次世界戦争終了から僅か10年たらずの問に,現在の,北部線 ･南部線 ･東部線 ･東北部

線 (これは NakhonRatchasimaか ら Ubon,Udonへの 2線にわかれ る)の鉄道網が完成,

3) "Thaiareariverinepeople:Theybuilttheirhomes,theirtowns,inthelow-landsof
rivervalleys.Riversaretheirmeansofcommunication,theirhighways,therouteoftheir
migrations."(RobertL.Pendleton,Thailand,AspectsofLandscapeandLife.NewYork:
1963.p.3.)

- 93- 491



東 南 ア ジ ア 研 究 第 4巻 第 3号

その延長約 3,200km｡これによって,第 1に,Bangkokが全国各地域と結びつけられ,タイ

の政治的 ･文化的 ･経済的な統一が,はじめて確立されたのであった｡(たとえば,鉄道開通以

前は,Bangkokから Chiangmaiに赴 くには,ChaoPhraya,Ping河をさかのぼる舟運によ

らざるをえず,最 も恵まれた河川舟運状況下で もって も, 1カ月を必要としたのであった｡そ

れが20時間たらずで到達されるようになったことは革命的である｡ この鉄道開通以前,Tak以

北の北タイの外国貿易は,ビルマの Moulmein経由で行なわれていた｡)同時に南部急行完成

のため,タイの国際交通地位が改善されたことも兄のがせない｡ (鉄道以前,外国からタイに

は主として Singapore経由で入 り,Singaporeと Bangkok問は海路 1週間を要 した｡)

第 2は,経済的開発の促進である｡ この鉄道開通によって,中央部平原の米,あるいは東北

部の豚 ･牛 ･皮革が Bangkokに急速に出荷されるようになり,Bangkok の商業的地位が確
4)

立 され るとともに,地方-の消費財導入の道が開かれた｡いいかえると,タイ農村の商品生産

化は,第 1次世界戦争後の鉄道建設を契機として,はじまったといって も過言でなかろうo

ところが,道路建設には第 2次世界戦争に至るまでは,ほとんど手がつけられなかった｡こ

れは,タイ国政府が自動車輸送よりも鉄道輸送優先主義をとったどころか,強 く鉄道保護主義

をうちだ した結果である｡ したがって,地方各県と鉄道とを結ぶ feederroad だけが建設さ

れ,それ以外は鉄道連絡ができない隣接 しあう県と県とを結ぶ道路が,部分的に,かろうじて

建設されただけであった｡ (いかに,第 2次世界戦争前の道路事情がひどかったかの 1例をあ

げよう｡ Bangkokから約 25km 北にある DonMuang空港にゆ くのには,1935年になって

も,鉄道の便 しかなかった｡)

第 2次世界戦争後,鉄道輸送より道路輸送に交通基本政策の転換をみた｡(たとえば,現在,

鉄道は総延長 3,600km であって,1930年代以降,Udon-Nongkhai線のほかは,ほとんど新

線が敷設されていない｡)

国道 (highway)は,1945年,約 6,000km であった｡ 道路状況はきわめて劣悪で, そのほ

とんどが雨季には通行不能におちいっていた｡

道路政策が本格的に着手されたのは,1961-66年の第 1次経済開発 6カ年計画である｡ これ

は,国道 9,000km を達成目標とし,うち 2,500km はコンクリー ト舗装,720km の新設,

道幅の拡張,全年通過可能をその内容とした｡さらに1961年に世界銀行 (InternationalBank

forReconstructionandDevelopment)の道路調査団が訪れ,これに もとづいて,8カ年計

画 (1963-1970年)がたてられた｡

これによって国道の,

北 部 1,025km

4) Zbid.,pp.2881294.
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東北部 1,784

中央部 1,263

南 部 1,369

計 5,441

の改修 ･新設が目標とされた｡そのうち,4,000km が新設,1,400km が改修,全線舗装,追

幅の拡張,全年通行可能,さらに道路維持経費を少な くすることが計画された｡

この国道のほか,国道の feederroad と しての provincialroadがある｡ この/U詩一道は,堤

ごとをむすぶ目的を もっている｡ しか しそのほとんどが辛 うじて自動車が通行 しうるか,ある

いは通行不可能な ものであって,約 2,000km にすぎなかった｡ また,そのほとんどが乾季の

み通行可能であった01963年に,この provincialroad の所管が県から国に移 され ,7カ年計
5)

画 (1964-1970年)の もと,2,500km の改善に着手 された｡

この国道および地方道路の建設計画は,調査研究の不十分なこと,土木建設技術のお くれて

いること,技術スタッフの不足,さらに資金の不足などのために,かならず Lも予定 どおり進

んでおらず,経済開発 6カ年計画の後期計画設定のさい,修正 されている｡

しか し,道路建設がタイ国経済開発において priority を与えられている｡ しか も,アメリ

カの経済援助は軍事援助とむすびついて,とくに東北部の道路建設に重点をおいている｡その

ため,Saraburiか らNakhonRatchasimaに至るFriendshipRoadはタイ随一の,しか も最初

の近代的 highwayであ り,これが1964年には Laos国境の Nongkbaiにまでのびた｡ また,

現在,タイ湾南岸の Satahipか らNakhonRatchasimaをむすぶ,いわゆるBangkokBypass

が建設中である｡ これ らはいずれ も,タイ東北部の軍事援助を主 目的とするものの,これによ

って,東北部道路がいちじるしく改善せ られたのは事実である｡

また,1963年以来のオ-ス トラリアによ

る東北部 KhonKaen付近の feederroad

の建設,1964年か らの南部 Songkhla付近の

日本の道路建設など,外国援助は,タイの

道路建設上の欠陥をひじょうに,おぎなっ

ている｡ しか も,都市内部以外では,用地

買収の困難 さはほとんどない｡予定地の大

部分が平地である｡ したがって,今後,道

路建設や改修は加速的に進展するものとみ

表 1 Highwaysおよび ProvincialRoads
の形態別内訳 (1965年末現在)

ー~ー~一~ー~~~~~~~~一~~~二 ｢ ~~~ 一一~
Type

ConcreteRoad

LateriteRoad )1

DirtRTO.at:1 j

Source:HighwayDepartment

Length

78km

5,367

5,579

953

307

12,285

5) NationalEconomicDevelopmentBoard,0托ceofthe PrimeMinister,The National

EconomicDeuelo♪mentPlan,1961J966,SecondPhase;1964-1966(Bangkok:1964),pp.
107-109.
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表 2 HigllWaySの延長の累年増加 (1945-1965年)

Year l Concrete E Asphalt l Laterite lCrushed RoadL DirtRoad

Source:Highway Department,Statistics(unpublished)

てよい｡事実,統計上,国道は1945年の 6,230km から1965年末の 9,492km にのびている｡

また,Highway Department の所管する国道と地方道路を合 して 12,285km にのびている

が,1965年末,そのうちの兄に近い 5,445km はコンクリー トまたはアスファル ト道路なので

ある (表 1,2参照)｡

この道路建設改修 こそ,タイの国内交通に革新をもたらし,また農業開発にかん しては,忠

速に農業多角化をもたらしたのである｡こん後,これがいっそうに促進されるであろうし,そ

れによる農業開発への影響はきわめて大きいと考えられる｡

わた くLは,タイが経済開発にあた り,国内交通政策の重点を道路におきかえ,これに pri-

ority をおいたことにたい し,高 く評価 したいと思 う｡

3 水利条件の整備発展一一とくに戦後の潅漑排水計画の展開について-

(1) タイ農業の自然的基礎の特殊性と水利条件整備の必要性

タイ農業の自然的基礎はモンスーンにある｡ すなわち,降雨がモンスーンによって もたらさ

れ,この降雨にもとづいてタイ農業の主作物である水稲が栽培される｡
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モンスーンの特性 と して, 1年が雨季 と乾 季 とにわ かれ る｡ 北部 ･中央部および東北部で

は,雨は 5月中旬 か ら,降 りはじめ, 6月下旬か ら本格的とな り,8月上旬までつづ く｡その

あと, 3- 4週間は雨が少な くなる｡ 9月が最多雨月で,10月に入 って も少 し降るが,11月以

降は,ほとんど降雨はな くなる｡ 5月中旬か ら11月中旬へかけての 6カ月を雨季 と し,その他

の 6カ月が乾季 とされ る｡ これ にたい し,南部では,雨は5月はじめか ら降 りは じめる｡降雨

が11-12月 で 終 る半島部 の北の Phetburi,Chumphon両県をのぞ くと,降雨は11-12月に

最 も多 く, 1月まで雨がつづ く｡だか ら,南部の雨季は 9カ月になる｡年間降雨量は,北部で

1,220mm,中央部で 1,360mm,東北部で 1,110-1,660mm であるにたい し,南部の東海岸は

1,875mm,西海岸は 2,600mm に達 し,南部はいちじる しく多い (表 3参照)｡

北 部

中 央 部

東 北 部

南 部

表 3 タイの地域別の降雨量

地 域

Mekong河にそった地域

雨 季 芦 全 年

1,075mm

1,140

1,450

1,220m m

1,360

1,660

中 央 地 域

東 海 岸

西 海 岸

1,1CXj F 1,310

1,660

2,4∝)

Source:RoyalIrrigationIkpartment,WaterResourcesDevelopmentin
Tha2'landandItsPolicy.Bangkok,1963.p.1.

このような降雨は,主 として夏季の南西モンスーンが もた らす｡ しか し,東 シナ海か らタイ

湾に吹きこむ台風 も降雨を もた らす｡冬季の東北モンスーンは乾燥風であり,タイの大部分を

乾季にお くが,これが東 シナ海やタイ湾をとおって南部に吹きこむとき,湿潤風 となる｡ため

に南部の雨季が長 くな り,降水量が多 くなる｡

もともとモンスー ン降雨の特性 と して,その時期 (始期 と終期)および総量の不規則性があ

げられ るo ところが,タイの場合,南西モンスーンの もた らす降水量だけでは水稲栽培に十分

でな く,東 シナ海の台風の通過が もた らす降雨を もってはじめて,稲作に十分な降水量がえ ら

れ る｡だか ら,低気圧の来襲の少ない年には,降雨量が不足する｡ ところが,低気圧が連続 し

て来襲するとき (これは主 として 9月に生ず る), 雨が集中的に降る｡ そのころ土地には十分

に水分が しみこんでいるか ら,洪水を結果する｡また, 5-6月,シナ大陸あるいはオース ト

ラリアか らの乾燥風のため,南西モンスー ンがおさえ られ,雨季がお くれ ることがある｡ 6月

は じめごろ,Bengal湾のサイクロンの影響で MaeKlong,Phetburi河 水 源 地 帯 に集 申豪
6)

雨があって,洪水がおきることがある1

6) RoyalIrrigationDepartment,WaterResourcesDevelopmentin ThailandandItsPolicy
(Bangkok:1963),pp.1--2.
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つぎに,雨の dischargeを見よう｡ 雨が降 りはじめたときは大地は乾燥 しきっているから,

当初は土地に吸収される｡北部では傾斜が急だから,洪水はほとんどないが,この北部山地の

水が,Ping,Wang,Yom,Nan の河川に集められ,これが NakhonSawanの合流点に集ま

る｡ところが,NakhonSawan付近で 3,500m3/secの ChaoPhraya河の流水量が,その

下流の Angthong 付近で 2,300m3/secにさがることが示すように,水は自然堤防をのりこ

えて,水田にあふれる｡ この氾濫水に中央部平原の水稲作が依存する｡だから,降水の時期が

おくれ,6-7月に雨がないときには,作付不能となる｡ また,作付 してまもな く,雨が集中

的に降ると,氾濫水のため若い稲が溺れ る｡さらに,自然降雨によって作付けた ものの,それ

につづ く氾濫水がないときには,水稲は成熟不可能とな る｡Ayutthayaでの測水結果による

と,ChaoPhraya河が適度に水量を中央部平原に供給 しえたのは,132年間のうち59年,つま

り,2年に 1回の割になっている｡ 東北部の大部分は水の不足に悩まされている｡ しか し,他

方,この地域の2大河川である Mu.n河と Chi河は,と くに台風 の あ るときには,沿岸低

地に洪水をおこす｡すなわち,ここの丘陵地形は sandyloam であり,低地には hardpan

があり,これに Mekong河の秋の backwaterの影響 も加わって,幅 10km におよぶ洪水

が,両大河川沿岸に しば しば生ずるのである｡ 南部 もまた集中豪雨による洪水にしば しば見舞

われる｡ 自然的な水利条件に恵 まれているのは北部であって,河川周辺の自然氾濫,地形を利

用 して古 くから発達 している液滴水路,さらに排水良好のため,早魅 ･洪水いずれ もの被害が
7)

少ない｡

したがって,水稲栽培の自然的基礎としての降水は5月中旬～11月中旬の水稲栽培期間中の

水田に直接に降る雨だけをとりあげると,半島部と南東部とをのぞ くと不足 し,自然氾濫水で

もって補われている｡ しか し,降水量が少ないときには,ただちに早魅となり,多いときには

洪水となる｡

だから,問題はむ しろ降水量の平均量にあるのではない｡平均量だけをいうと,十分に降雨
8)

があるとの説明 (たとえば世界銀行報告)が な りた ち,降水 に不足するとの説明 (たとえば
9)

Pendleton)はあたらないと思われる｡年間の降水量の変動のはげしいこと,また降水の始期

･終期をはじめとする時期的変動が大 きい こと こそ, タイの水稲栽培を不安定たらしめてい

る｡

その結果,タイの水稲栽培の特徴のひとつとして,水田面積 ･水稲作付面積 ･水稲収穫面積

のいちじるしく異なることがある｡ とくに,戦前の1927-36年の10カ年平均をとってみると,

7) Zbid.,pp.213.
8) InternationalBankforReconstrlユCtionandDevelopment,A PublicDevelopmentProgram

forThailand(Baltimore:1959),p.37.
9) Pendleton,pp.135-137.
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蓑 4 タイの水田面積 ･水稲作付面積 ･水稲収穫面積間の累隼別比較
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1965.pp.39-40.

水田面積の80%しか作付けられず, 作付面積の86%弱 しか収穫 されていない｡1937/38年以降

1963/64年に至 る間,収穫面積の水田面積にたいする比率の最 も少ないのは,1942/43年の60.6

%であり,最 も高いのは 1951/52年の 91.5%である｡ この作付面積が水田面積よ り小 さく,収

穫面積が作付面積よ り小 さいのは,主と して牛越 ･洪水によるOその他の原因としては,イナ

ゴをはじめとする病虫害,労力不足などがあるが,これ らはきわめてマイナ-な原因であるO

収穫面積の変動はまず降水条件によるとみてよい｡いいかえると,降水条件の不規則性によっ
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て,水稲栽培が左右 されている｡ しか し,注意すべきは,1954/55-1963/64年の最近の10カ年

平均をとってみると,水田面積にたいする作付面積率は87.8%,作付面積にたいする収穫面積

率は91.0%であり,戦前10カ年平均にくらべると,いちじるしく改善 されている｡ また,戦後

20カ年をとってみて も,傾向として,明らかに改善されつつあることが認められ る｡ これは,

後述するところの漕概排水事業計画の進展に大きく負って いる｡ しか し,それ に もか かわら

ず,この10年間に,収穫面積の水田面積にたいする比率は1957/58年の64.5%から1954/55年の

91.3%というように,大きな開きがあり,なおかつ,年ごとの変動の激 しいことが,うかがわ

れる｡津慨排水事業がいかに重要であるかは,この水田 ･作付 ･収穫の 3つの面積の問の比率

で もって明瞭であろう｡

(2) 前近代的な港概形態

このような降水の不足や変動に対応するため,タイでは古 くから,自然降水の利用が行なわ

れていた｡それが最 も古 くから発達 したのは北部である｡ ここでは700年前から,河川に堰を

つ くり,水路を設け,さらに水路から溝渠をはって各圃場に水をみちびいてきた｡きわめて,

集約的な潅漑綱を もっていたのであった.

これにたいして,中央部では,河川が大きいため,堰どめることは不可能であり,ただ自然

堤防をこえての河川の氾濫水に頼 るだけであった｡ もちろん,中央部だけでな く,北部,東北

部において,河川 ･湖沼 ･低湿地 あるいは水路に近いところでは,水寵 (wovenbasket)･

ひしゃく･龍骨車 (dragonbonepumps)あるいは水車などで,水が くみあげられた｡ 龍骨

壷や水車は今 日もなお使用されている｡ もちろん,これ らの水利用は早魅のさいの応急対策で

あることが多かった｡

注意すべきは,19世紀に入 ると,中央部平原の限界水稲栽培地域 (いいかえると,氾濫水が

かからない地域あるいは逆に低湿の沼沢地域)に,水 路 の掘聖によ る水田開発がはじまった

が,その規模はきわめてかざられていた｡(たとえば, Chao Phraya 河の東岸の Bangkok

の北にある KhlongRangsit地区,Ayutthayaの北方地区,NakhonChaisi河の西岸地区,

NakhonChaisiと MaeKlong河との中間地区,ChaoPhraya河と Pracllin河との中間地
10)

区など｡)

(3) 近代的水利開発の発展

近代的な濯概排水事業は19世紀の終 りごろ私的企業として開始された｡すなわち,1889年,

Siam CanalLandsandlrrigationCompanyが KhlongRangsitCanal開聖の認可を政府

から得,1906年に ChaoPhraya河と NakhonNayok河とを結ぶ運河を建設,それぞれの河

に接続するところに間門を完成 した｡この運河は排水と徳満をかねる｡ 従来利用されなかった

10) )bid.,pp.139-141.
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低湿地は排水 され,他方,河川が氾濫水位に達 しないとき以外は作付けされえなかった地域 も

運河によって水位が高められて,用水が確保された｡か くて,約 20,000haの水田が造成され

たのであった｡

20世紀に入 るとともに,擢概排水事業に政府がのりだすこととなった｡すなわち,1902年,

東インドからオランダ人技師 HomanvanderHeideが招碑され, はじめてタイの濯概計画

を立案された｡翌1903年農務省に Krom Khlong(DepartmentofCanals)が設置された｡こ

れが,タイが国として港瀧排水事業にとりくもうとしたはじまりであるO今 日にいたるまで,

水利計画は政府事業として立案実施されている｡ しか し,当初は Prathumthani以南の中 央平

原東部の運河開巻, これにともなう舟運用間門と regulatorの建設が行なわれ, この地域に

120km 間隔の東西に走る運河が建設 された｡これは舟運の俊を主目的としたが, 同時に運河

水位を高めることによって,濯概に役だった｡

1911-13年の草魅のため,舟運に重点をおく運河計画から漕概に重点 が お きかえ られた｡

1913年にイン ドから SirThomasWardが招博されて,Bangkok平原と半島北部の漉概計画

を提出した｡翌1914年 Krom Khlongは KromThotNam (ⅠrrigationDepartment)に改組

された｡

SirThomasWardの計画にもとづき,まず着手されたのが,SouthPasak計画である｡

ここは Rangsit地区に北接 し,大地主制が発達 していた｡1916年に着工 され,Saraburiの南

の Pasak河に RamaVIDam を設け,幹線水路 96km,支線水路 3200km を掘盤 し,この

幹線水路は Chainatで ChaoPhraya 河に結びつけられた｡か くて,この地域の水位をあ

げ,約10万haの用水を確保 した｡

つづいて,1921年に, SuphanProjectが開始された｡ これは NakhonChaisi河の両岸

の約10万 haが対象 と され,戦時中,工事が中止され たが,1953年には完成 し,115km の

Suphan河が maincanalとなった｡また,1921年には,NakhonNayok計画が着手され,

1930年代に入 ると ChaoPhrayaWestBank計画,Phetburi計画が着手された｡

とくに注意すべきは,1927年,Krom ThotNam は Krom Chonprathan と改称 された｡

これは,WaterResourceDevelopmentDepartmentと翻訳されるべきである｡ この任務と

するところは,

1)水の貯蔵

2)潅概

3)排水

4)開墾

5)洪水防御
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6)水力発電

7)水運

であり,多目的な水資源利用開発を目的とす るよ うになった｡ したがって,いわゆる Royal

IrrigationDepartmentとよばれている機関は,たんに濯概排水だけを担当するものでない｡

また,港概排水事業は広 く水資源利用開発事業の一環として,とりあっかわれていることに注

意 しなければならない｡

戦時中,水利事業は資材 ･労力の不足のため中絶 したが,戦後,とくにアメリカの援助,世

界銀行の借款により,大規模に再開された｡その代表的な ものは,GreaterChaoPhraya計

画である｡ これは,Chainatで,ChaoPhraya河 をせ き とめ,ChaoPhraya本流のほか

Suphan河,Noi河,Chainat-Pasak運河に分水するための配水堰としてのChaoPhrayaDam

の1951年の着工からはじまる｡これ が1957年 に完成を見た｡全計画の漕概面積は 914,880ha,

その工費 1,171百万 Baht十18百万 ドル.その大部分が現在,完成をみている｡ 一方,Chainat

の上流の Ping河を Yanhiでせきとめる Phumiphon貯水 Dam が1958年着工 され,1964年

完成｡56万 kW の発電可能となった｡工費は 937百万 Baht+66百万 ドル｡ これが,大 Chao

Phraya計画とむすびつけられる｡その他,NakhonNayok計画,BangPakong河左岸の Tha

Hat計画も完成,さらに1964年からは大 MaeKlong河計画 (約40万 haを対象)に着手され

た ｡

北部での濯概はさきに述べたように,比較的簡単であり,近代的な施設としては,主要河川

に取入口を設けることにある｡とくに問題となるは,北東部の MuangPhayao南方の断層運

動による低湿地の排水である｡

東北部の濯概排水は,1939年開始された ものの,戦前にはほとん ど行 なわれ なかった｡ 戦

級,東北問題の重要性にかんがみ,積極的に濯概排水事業が進められている｡ これ には,Mun

河上流の Lam Takhong,ThungSamrit,中流支 流 の HuaiSanaeng,Mekong 河ぞい

の HuaiNamman,HuaiLuangなどの液瀧計画が実施中である｡ また,洪 水 防御計 画とし

ては,北部の ThungNam Khong,中部の Banthum,Banthiw,ThungSaengbadan計

画が,濯概用水供給をあわせ目的として実施 されている｡東北タイで,とくに注目すべきは,

1955年にはじめられ た溜池 (tank)建設 で あり,1963年末に58が完成 し,18万 haに給水さ

れ,なお,37コ,32万 haの給水が計画されている｡ これは,Mahasarakham,RoiEt,Ubon,

udonthani,Buriram の諸県にとくに多い｡この溜池の港概面積は小さいが,最大で 2.4万 ha

に達する｡ ここでは,ダムサイ トの少ないこと,水の流入の不確定なこと,人口密度の小さい
ll)

ことなどのため,ダムよりもタンクが望ましいとされている｡

ll) RoyalIrrigationDepartment,pp･4-8･Pendleton,pp･14ト148･
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(4) 近代的水利開発の成果

現在国営の水利開発事業は,大規模潅流事業 (StatelrrigationProjects)･小規模徳満事業

(PeopleIrrigationProjects)･溜池事業 (Tanks)･貯水ダム事業 (StorageDamsProjects)

･緊急ポンプ事業 (PumpIrrigation ProjectsforEmergencyPurpose)および畦 ･溝事

業計画 (DikeandFieldDitchProjects)にわかれている｡

1964年 8月現在 (1963年末完成 と1964年施行)の国営事業の進行状況をみよう｡ 大規模港概

事業は34地区で竣工,12地区が工事中である｡ これよ り重要性は劣るが小規模潅概事業は72地

区で完成, 7地区で工事中,さらに溜池事業は149カ所完成 し,5カ所が工事中である｡また,

大規模なダム建設は,1964年末に貯水量 12,200百万m3の YanhiDam が完成 したほか,中規

模のダム,すなわち KangKrachan(710百万 m3),LamPao(900百万 m3),Lam Phraploeng

(152百万m3),LamTakhong(220百万 m3) が工 事 中である｡ したがって,きわめて大規模な

全国にわたっての感慨排水事業が展開 されていることが明瞭であろう｡

水利開発事業の成果として,1963年度末現在の RoyalIrrigationDepartmentの発表によ
12)

ると,つぎのように要約 され る｡

1)漕概排水面積は,KingChulalongkon(RamaV)統 治 の終 った1910年には 4.8万ha

にすぎなかったのが,つぎのように増大 してきた｡

1910年 (KingChulalongkon統治末)

1925年 (KingWachirawut統治末)

1941年

1947年

1957年

1963年

48,000ha

156,800

486,080

610,880

1,160,912

1,708,048

このうち,大規模潅概 ･小規模潅概 ･緊急港概面積の比率は

大規模潅概 1,499,456ha 87･8%

小規模濯鶴 136,384 8･0

緊 急 濯 概 72,208 4･2

計 1,708,048 100･0

となる｡ したがって大規模濯鶴事業計画を中心として,戦後,とくに過去10年の間に急速に漕

淑面積が増大 した｡ しか し,なおかつ,この液概面積は1963年現在で水田面積約 730万 haの

23%にすぎないことに注意すべきである｡

2)洪水防御については,東北タイを中心とする 149の溜池が,56,240haの洪 水防御に役

12) RoyalIrrigationDepartment,pp18-13･
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表 5 タイにおける漕艇事業 (1964年8月現在)

NumberofProjects

completedlUs7rdScrtiTnn-Iproposed tTotal

∫rrigated
Area
inha.

CanalSystem
under

Construction
inha.

stateIrrig ation NorthRegion1.EaveerpLnasinTl___ヱ__⊥.._
Projects

Peoplelrriga-
tionProjects

2.MaeWang
RiverBasin

3.MaeYon
RiverBasin

4.MaeRok
RiverBasin

Total

centralPlainl･CRPvaeorpBharsq芸a
Region

Northeast
Region

SouthRegion

GrandTotal

2.BangPakong
RiverBasin

3.MaeKlong
RiverBasin

4.Phetburi
RiverBasin

5.Rayong
RiverBasin

Tota1

1.Mekong
R iverBasin

2.ChiRiver
Basin

3.MumRiver
Basin

Total

(1)GreaterChao
PhrayaProject

(2)OtherProjects
Sub-total

1

5

5

3

8

2

1

1

1

2

4

2

2

3

9

I
3

2

2

1

3

1

1

2

1

-

2

1

21

51,340

12,320

35,840

26,560

126,060

914,880

310,880

1,225,760

122,660

388,320

53,920

4,800

1,795,460

23,920

49,440

58,510

131,870
16,000

2,069,390

26,880

50,880

34,880

81,220

116,100

12,300

325,920

21,920

476,240

16,000

10,640

26,640

16,000
569,760

NorthRegionl･:iaveerWBaa:lgn
2.MaeYon

RiverBasin

3.MaeNan
RiverBasin
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Central
Region

Northeast
Region

4.MaePing
RiverBasin

5.Sakaekrang
RiverBasin

Total

1.PasakRiver
Basin

2.ChaoPhraya
RiverBasin

3.BangPakong
RiverBasin

4･Mae Klong
River Basln

5.KuRiver
Basin

6.R ayongRiver
Basin

7.OtherBasins

Tota1

1.ChiRiver
Basin

2.MumRiver
Basin

Total

SouthRegion1.EastCoast
2.WestCoast

Total

GrandTotal

TanksProjectsNortheastRegion

OutsideofNortheast

GrandTotal

StorageDamsProjects

PumpIrrigationProjects

0

1

2

｣7

4

3

2

4

7

3

7

0

2

1

2

7

3

′0

0ノ

3

1

4

日リ

:

[

一

1

1

7

一

一

l

.

一

上 ….o:i

87,968】
】

6,400r

1,336j
】

13,600き

47,040

3,200

400

2,448i
1

4,480【

4

7

3

8

1

9

1
▲

2

7

5,488

47,818

1,280

1,520

2,8001

40,000

9,472

49,472
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Source:Royallrrigationtkpartment,TablesShowingWaterResourcesDevelopmentinThailand.Bangkok,1964.
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だっているにすぎない｡また,PhumiphonDam は 160万 haにわたる洪水防御が可能だとい

われているが,この効果は正確には判定 しない｡

3)東北タイの溜池貯水は,表作 51,360ha,裏作 16,000ha の開墾を可能にすると計算さ

れた｡農民の squatters'rightが確認されないため,実際の成果 は明瞭 につかめないが,

32,000ha程度の開墾が可能になったと推定されている｡ また,PhumiphonDam の貯水で,

160,000haの水稲作,320,000haの裏作拡張が可能だといわれているが,これはこんどの問題

である｡

4)水運としては,1,327kmの水路が改修 され,また Chainat分水堰からAyutthayaに至

る 137km の年間舟運が確保 された｡

5)発電について特筆すべきは,PhumiphonDamによって,35県に配電できる56万kwの

発電が可能となったことである｡ 1965年末現在で,14万kw が発電され,14県 に給電 されて

いる｡だが,火力発電 も水力発電との補充のため必要であるとされ,MaeMoおよび Krabiで

発見された亜炭による亜炭火力発電所が MaeMoで建設された (12,500kw)0 (なお,Krabi

で 4万 kw,Bangkok付近で 15万 kw の発電所が計画中である｡)

最後に,1963年末現在で,完成ならびに施工中の濯概計画を一括すると,263万 haの水田

濯概が可能になる (表 6参照)｡

表 6 タイの漕概事業面積 (1963年末完成 と1964年施行中)

柵 可能面積 l網 実施面積 L建設中の水路網

出所 :RoyalIrrigationDepartment,TablesSh ow ing WaterResourcesDeZ)eZoPmentin
Thailand.Bangkok,1964.

注 * KangKrachan,LamPao,LamPhraphloeng,LamTakhong貯水ダム地域を含む
** 計画中

(5) 水利開発事業における問題点

以上のようにタイの水利開発事業は20世紀に入 ってはじまり,戦後,大規模に全国にわたっ

て展開されている｡ 戦後の濯概排水計画の進展が少な くとも中央部平原を中心としての米の増

産に貢献 したことは明らかである｡ もっとも米の増産のうち潅概排水事業に attributeされる

比率の計算は別の機会にゆずる｡ ここでとくに注意 したいことは米収穫面積の増大,すなわち
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戦前の1927-36年平均 1600万raiが1963年に4000万rai近 くに,いいかえ ると2.5倍に達 した

ことの重要原因が濯概水利事業の発展に もとめ られよ う｡ また漕概地域における収量の安定増

大 も,現地調査によ って確認 され る｡米の増産の最 も重要な要因は横瀬水利事業の発展にあっ

たといって も,けっして過言ではない｡

ひろ く,低 開 発 国農 業 の 開発計画において,津概排水計画の緊 急 性 が指 摘 され,それに

priorityをお くことが強調 され るが,タイはこの農業開発の原則を忠実に守 り,具体的に実施

にうつ してきた｡また,その成果をあげてきた｡ この意味で,農業開発のモデル ･ケ-スであ

るとい ってよかろう｡

1959年の世界銀行調査団 も, =タイの 港概排水事業は全体 と して, よ く計画 され実施 され,

RoyalIrrigationDepartmentはその成果を誇 って しか りだ", と批評 している｡ また, "タ

イの潅概計画は水の供給の季節的変動の軽減でな くて,河川流水の分配 とよ り広い地域-の供

給 とを目的 と しているが, この潅概計画の方針を理解 したいために批難が生まれている日, と
13)

述べている｡

しか し,タイの水利事業計画をよ り効率的 に す るた め に は,いろいろな問題がある｡ ここ
14)

に,非技術的な側面についての問題点を指摘 したい｡

第 1に,国営建設事業の最大の欠陥と して,タイにかぎらず, 日本をはじめその他諸国に共

通的に見 られ るのは, 事 業 の利 回 り計算, い い か え る と利 潤追求原理にたたないことであ

る｡ その弊害をただすため,公共事業の経済効果測定が,やかま しくいわれ ることが多い｡に

もかかわ らず,私的企業でないため,投下資本 にたいする利回 りの計算の考慮が中 心課題か ら
15〕

はず され る｡ この ことが,工事期間を,ひじょうに長 くかか らせ る根本原因となる｡

タイの潅概事業の工事期間 も,きわめて長い｡戦前に着手 された ものが,1950年代の終 りに

完工 した ものが多い｡これ は,戦争をはさんだために,いた しかたないとして も,戦後着工 され

た もので10年以上におよぶのが普通である｡ たとえば,Yom河流域の MaeYom 計画 (Phrae

県)は 3.6万haを対象 と して1948年に着工 されたが, 16年の ちの1964年になお竣工をみてい

ない｡ただ,CbaoPhrayaDam は 6カ年 (1951-59年),PhumiphonDam は 8カ年 (1958

13) InternationalBankforReconstructionandDevelopment,p.48.
14) 詳しくは拙稿 ｢東南アジアにおける政治的･経済的･社会的要因と水資源開発｣,『東南アジア研究』,

第3巻第4号 ｢1966),pp.15-19を参照｡ また技術的問題については,富士岡義一｢タイ国のかん

がい排水事業と今後の課題｣,『東南アジア研究皿 第4巻第2号 (1966),pp･123-136を見よ｡なお,
第 3巻第4号は東南アジアにおける水資源の農業的利用にかんするシンポジウムの特集号であり,日

本人によってなされた研究の総括である｡

15) 拙稿 ｢干拓の経済的特質とその諸問題｣,『農業経済研究』 ,第27巻 第 1号 (1955).有明海干拓は,

干拓工事の技術的特殊性にもよるが,20年近くかかるのが普通であり,その結果,造成水田のコスト
をいちじるしく高いものにしている｡これにたいし,日本での電力会社による発電建設工事がいかに

短期間に終了されるようになったかを比較されたい｡電力会社は利子負担軽減のため,全力をあげて

工事期間の短縮に努力するのだ｡
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～1964年)で完成 している｡ このいずれ もが,けたはずれて大きい分水堰と貯水ダムであるo

これがタイとしては短い期間でできたのは,積極的な外国技術の導入とともに,世界銀行借款

によったためである｡すなわち,借款条件として,工事期間の短いことが強 く要請 されたため

であるとみてよい｡

根本的に経済計算にたたないため,工事期間がのびる｡その他の要因として,調査 ･計画段

階においての河川状況 ･流域状況などの基礎調査の不十分, したがって計画樹立上の誤謬とい

う技術上の欠陥があげられる｡ また建設技術そのものにも反省の余地があるようだ｡ しかし,

同時に多数の計画が一挙に実施され,資金 ･人員 ･資材の不足となり,ときには一方で人員 ･

資材が遊んでいることさえも招いている｡たとえば,1964年には大規模濯概計画を11地区,小

規模濯概計画を6地区,溜池を5コ,貯水ダム建設を4地区で実施｡ また,DikeandField

Ditch Projects が 2地域で展開されている｡ 政治的圧力も一因となっているようだが,限ら

れた資材 ･人員が分散されることは,工事期間延長の最 も大きな原因である｡ ときには,工事

がのびたため,洪水の被害を大きくすることがある｡ 事業実施地区の数をかぎり,工事期間を

できるだけ短縮することが望まれる｡ これが,水利開発事業の経済効果を高める最 も重要な手

段である｡

第 2は,受益者負担の問題である｡ これは受益農民の自主性 ･自覚性についての bebavior

の問題につながる｡

もともと設計上,沈澱 ･侵蝕 ･塩分侵入 ･望損などについて注意が不十分 だ といわれてい

る｡ これに加えて水路や構造物の管理が適切でなく,急速に施設や水路状況が悪 くなっている

ところが多い｡とくに,水牛が水浴 したり,水路をわたって,水路をこわすが,これ も農民が

はっておくことが, しば しば見られる｡また農民が自分の田に水をひくため,勝手に水路をこ

わすこともある｡ これは,受益農民が自分 た ちの水路で あり施設であるとの自覚にか くため

だ｡

タイでは,建設工事について受益者負担金がかからない｡また建設工事後の水路や構造物の

管理 (維持修理)は,RoyalIrrigationDepartmentが直接に担当し,水利組合 もなければ,

水利費 も受益者が負担することはない｡

その理由として,漕翫排水事業が農民の自覚にもとづ く自主的な要求によらず,まったく

｢上から与えられる｣政府事業として営まれているためである｡だから,もし受益者負担金や

水利費が農民に課せられると,いまのところでは,かれらのほうが,まった く驚 くにちがいな

かろう｡

ことほどさように,農民は自主性 ･自覚性に欠けている｡ これと関連 して,農民の経済力は
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のちに述べるように,きわめて弱い｡ さらに,とくに中央部平原においては,農民間の協同意

識に乏 しく,具体的には共同作業がほとんど行なわれない｡

しか も,注意すべきはタイの租税体系である｡ タイの国家財政収入の90%以上は間接税であ

る｡閏税収入が国家収入の45-50%を占める｡ 直接税 (主 として法人 ･個人所得税)は8-9
16)

%に しか,あたらない｡地租は,ほとんどネダ リジブルで,水田 raiあた り 1Bahtが標準と

なる｡タイは間接税の国であり,農民はきわめて軽い地租以外の租税や組合費を払 う慣習がな

い｡そのうえ,水利費を支払 うとして も,水路,あるいは隣 りの水田からの氾濫水によって水

稲栽培を営んでいるかぎり,どれだけの水が潅翫工事によって得 られたか,その計算基礎が把

握できない｡

その結果,水路や施設にたい して,農民がいよいよ無関心となる｡ 水路の破壊など意を介 し

な くなるのだ｡

幹線水路や施設の管理を も,国からできるだけ農民の手に委ねることが望ま しい｡ しか し,

それは,いまの段階では望むべ くして望みえないのである｡ せめて末端水路だけは農民によっ

て自主的に管理 され る組織が必要である｡ そして,その組織にたい して,農民が水利費を払う

のが最 も適切な方法 と考えられ る｡ ここに末端水路の問題が,からんで くる｡

第 3に, もともとタイの濯概計画は設計上,水が支線水路から直接水 田にとりいれ られ る｡

これはかな り広い面積の水田にたい し,その最高地点で水が水路からとりいれ られ,そのあと

は,水が Belddikesをこえて,つぎからつぎ-と,圃場を流れてゆ く仕組みになっている｡

しか もこの水路から圃場に水をとりいれる補助構造物,たとえば regulatorや outletについ

ての配慮は不十分なのである｡

したがって,水が十分にあり, しか も農民が協同的なときには,この方法で,まずさしつか

えない｡ しか し,そのときで も,標高が少 し高まっている水田では水が十分にえられないこと

が起 こる｡また,低い水田では水位が高まりすぎる｡ しか し,水が十分でないとき, しか も農

民が非協同的な場合には,水利用が十分でないだけでな く,農民問に トラブルが起 こり,さら

に農民が水路を破壊することとなる｡ しか も,かかる事態は幹線 ･支線水路が完備 されていて

さえ も, しば しば発生する｡ さらに,畑作物への潅概,あるいは液鶴による裏作導入のために

は,従来の幹線 ･支線水路だけでは,どうに もならない｡

このことは,世界銀行調査団によって も指摘 され,Phumiphonダム ･Chainat分水堰や幹線

･支線水路の完成 した大 ChaoPhraya計画が,その目的を達成するためには,ぜひとも,個

16) NationalStatisticalO氏ce,0氏ceofthePrimeMinister,Statisil'calYearbookof Thailand,
1964(Bangkok:1965),p.384.
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17)
々の圃場までの水路,つまり末端水路の必要であることが強調 された｡

これは,港翫計画が重点をおいている中央部平原だけの問題でない｡東北部で奨励 された溜

池濯敵 も,技術的な溜池漏水の問題に悩まされ て い る と と もに,用水路ができていないため
18)

に,実際上の港概に役だっていない場合が多い｡

したがって,水の効果的利用,あるいは水の節約のためには,末端水路の整備が重要な問題

となる｡とくに,大 ChaoPhraya計画において,最 も緊急に必要とされ る｡ これはまた受益

者負担,水利費の問題におのずか ら解決の道を開 くであろう｡

最後に簡単に触れておきたい問題は,水資源利用開発がかな らず Lも全部 RoyalIrrigation

Departmentの担 当 するところでないことである｡ これ と別に,同 じ MinistryofNational

Developmentのなかに,NationalEnergy Authority があり,水力発電を行なっている｡

(東北部 NakhonSawan県の Nam PongDam は1965年11月竣工｡ これ は 6,300kw の電力
19)

と10万 haの 港 概を目的とする｡)他方, Royallrrigation Department は,さきに述べた

よ うに,火力発電所 もすでに建設 し,こんご火力発電計画を拡大 しようとする｡ この官庁間の

sectionalism は,ここでまず強 く指摘 しておきたいと思 う｡

(6) 末端水利計画の問題 と対策-DikeandFieldDitchProjectについて-

タイの溶融排水計画の,ひとつの基本的な問題と して指摘 した ところの,末端水利計画は,

RoyalIrrigationDepartmentによ り,DikeandFieldDitchProjectと して,とりあげ ら
20)

れている｡

その目的とするところは,さきに簡単に触れたよ うに,第 1は表作の水稲栽培のための水の

合理的な配分 ･利用である｡ 現実に,maincanalと lateralcanalの段階にとどまるときに

は,ある圃場は水の過剰に,またある圃場は水の不足に悩む｡水 の不 足 す る農 民は,勝手に

lateralcanalの堤防をこわ して,導水することが, しば しば生ず る｡ また, 水の過剰に悩む

農民は,その圃場からの排水ができない｡圃場の水の コン トロールが不可能なため,収量増大

17) InternationalBankforReconstructionandDevelopment,p.50.なお,戦後派遣された FAO
のタイ農業調査団は,つぎのようにこの問題の重要性を指摘 している｡HSystem planniTlgthat
willassuresatisfactorywaterdeliverytoeveryfarm wouldbeoneofthemostimportant

improvementsinThailand'sirrigationpolicy.Thisrequeststhatcontrolleddeliveryt把
arrangeddirectlytotheindividualfarm ;togroupsoffarmsirrigatedasaunitasmust
bethecasefordeep-waterrice.Thisdeliverymaybemadeonrequestwherecontinuous
且ow ispossible,orbytllrnWhereeachfarmerisallottedacertainquantityofwaterat
speci丘edtimeintervals.Onoldprojectssystem adjustmentsshouldbemadetoproduce
thesameresults.(FoodandAgricultureOrganization,UnitedNations,Reportof the

F.A.0.MissionforSiam.Washington,D.C.:1948)
18) 安芸敏一 ｢東南アジアにおける水利開発の問題点について｣,『東南アジア研究.ロ,第 3巻 第 1号

(1965),p.58.
19) BangkokWorld,Nov.15,1965.
20) RoyalIrrigation Department,p.22.
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たげられ る｡(水のコン トロールがない場合,施肥の効果が激減することは,いうまで もなかろ

う｡)第 2の目的は,裏作用水を確保 して,裏作をはかることである｡ すなわち,ditchで もっ

て開場の水をコン トロールするだけでな く,この dikeのなかの圃場の水を排水用の ditchで

もって,表作の収穫のあとす ぐにのぞき,圃場を乾燥させ,ただちに第 2作の作付に入 ること

が必要である｡そうでないと,土壌が汚染 し,裏作物の収量が減少する｡ しか も,裏作期間中

に圃場に漕概することが可能であれば,収量は激 増 す るoとくに,大 ChaoPhraya計画に

おいては,CroppingArea として,

(i) 水稲一畑作物の 2毛作

(ii) 水稲一水稲の 2毛作

(iii) 畑作物-畑作物の 2毛作

(iv) サ トウキ ビ

(Ⅴ) 野菜の 2毛作

が構想 され る｡ このうち,畑作物を裏作とする2毛作が中心となる｡ (水稲 2毛作は,裏作水

稲のための漕概用水に絶対的に不足する｡)畑作物としては,Maungbean,大豆, モロコシ

類,ゴマ,トウモロコシ,落花生,野菜類 (スイカ ･ナス),緑肥作物 (Sesbania,Chrotolaya)

などが,この地域ではとりいれ られ うる｡一部の高地 (とくに Suphanburi地区)ではサ トウ

キビが,すでに導入 されている｡ したがって,畑作物栽培のための潅潜が,大 ChaoPhraya

計画の効果をより高めるために,きわめて必要である｡それには,いっそうに,末端水利組織

が重要となる｡

もともと,RoyalIrrigationDepartmentは,DikeandFieldDitchProjectの重要性を

認め,1941年に TheFieldDikesandDitchesActが公布 されたが,さらに1962年新たに

TheDikesandDitchesActが公布 された｡ついで同年世界銀行から262万 ドルの借款をえ

て,大 ChaoPhraya地域,1963年からは Phetburi地区に実 施 して い る｡大 ChaoPhraya

地域は約 81万 ha,Phetburi地区は 5.3万 haにわ た る｡ほかに,北部の MaeTang,Lam

Pao,LamPhraploeng地区にも小面積であるが,着工 した｡ もちろん,その重点は,大 Chao

Phraya 地区であり,最初は年間 9.6万 haに実施, 近 く1年の事業量を 16万 ha に増加す

る｡ (注意すべきは,大 ChaoPhraya地域は約 91.5万 haの港翫面積を もつが,その うち,

10万 ha は低地 (depression)である｡ これは Ayutthaya周辺に多いが,ChaoPhraya本

流はもちろん,その支流にもそって,縦に走 っているO ここでは flOatingriceが栽培 され,

DikeandDitchProjectは実施 されない｢タイ-の来訪者が Bangkok-Ayutthayaの flOating

rice地域だけをみて も, しば しばタイの水田に誤 った印象を もつ ｡ この点 とくにここに付記 し
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ておきたい｡)
21)

この Dikeand Ditch Projectの基本的な構想はつぎのようになる｡ (図 1参照)大 Chao

Phraya 地区では maincanalと lateralcanalはすで に完成 している｡ Dike.andDitch

表 T DikeandFieldDitchProject(1964年建設中)

計 画 l港概可能面積 l 費 用 L 建 設 期 間

GreaterChaoPhraya
Phetburi

計

809,600ha

53,OCX)
862,6CX)

Baht ドル
82,030,000+2,320,000

5,109,000+ 300,000

87,139,000+2,620,000

1961- 1968

1963- 1967

Source:RoyalIrrigationDepartment,Tables,Bangkok,1964.p.18.
注 :費用のうち Bahtはタイ国政府直接支出, ドルは IBRD より借入れ

MainCanal

図 1 DikeandDitchProjectの基本構想

21) なお,DikeandDitchProjectの基本設計としてほ,前掲富士岡論文 p.132所収の図 3とも, あ
わせて参照されたい｡
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Projectはこの Canal組織を うけての末端水利組織となる｡ まず,lateralcanalに 1km

の間隔ごとに,farm turnout,pipeあるいは regulatorが設けられ,ここからlateralcanal

に平行 して mainditchがはられる｡その延長は約 1km になる｡ この mainditchに 400m

間隔で diversionbox が設けられ,そこから,lateralditchがはられる｡ lateralditchの

延長は約 1-2km になる｡ この地域の農家の経営面積は 1戸あたり 30rai(4.8ha),それが

2間場にわかれるっ したがって 1圃場は 2.4ha｡400mx600m のものが典型的である｡そこ

で lateralditchにそって 600m 間隔に pipeが設けられ, そこから farmers'ditcb が

はられる｡ (pipeだけで,farmers'ditchが は られ な い場合 もあるO 畑作物のときには,

farmers'ditchの必要度が高 く,水稲作だけのときには,必要度が小さい｡)さらに,圃場は

dikeで もってかこむ｡dikeの高 さは 40cm として,水稲栽培の最高湛水深度を 30cm と

する｡dikeの中の圃場が平坦でないときはこれをならす｡ この面積 1,000rai(約33農家)に

1人の COmmOnirrigatorを農民 の なかか らえらんでおく｡さらに,10,000raiに 1人の

irrigationofncerをおいて管理にあたる｡

もちろん,mainditchおよび lateralditch,また lateralcanalから mainditch,main

ditchから Iateralditch-導水するための構造物は RoyalIrrigationDepartmentが建設

するし, また その管理 もする｡ さらに Iateralditch から farmers'ditch-むすぶ pipe

の敷設 さえ,RoyalIrrigation Departmentが担当す る｡ だから, 農民 が建 設 するのは

farmers'ditchだけである｡そのかわ り,この施工ずみの区域では,農民が 1作ごとに,ra主

あた り 0.25Bahtを負担する｡1961年から開始された大 Chao Pbraya 計画の Dikeand

DitchProjectは順調に進行 しており,まず,上流地域が1965年までに完成 した｡1968年に予

定どおり完成をみる進捗状況にあると報告されている｡また,1965年末に commonregulator

として,1,000人 が任 命 された｡水利費を支払 う農家が約 30,000戸にのぼったといわれてい

る｡

しか し,わた くし自身,1965年 この ｢完成地区｣を調査 した感想として,maincanalと Ia-

teralcanalとは,ほぼ予定どおり竣工されているが,mainditchと lateralditchがはりめ

ぐらせているところは,きわめて,かぎられているような印象をうけた｡ さきの報告にあるよ

うに,3万戸というと,約 90万 raiにのぼる｡ これは1965年までの施工地域の約30%である｡

だから,実際の施工面積は報告よりも,ずっと少ないので はな いか という,わた くしの観察

を,ある程度まで裏書きする｡ しか し,この報告でさえ過大評価の感じがする∩ しか し,その

内容をチェックすることは,わた くLにとっては不可能である｡

大 ChaoPhraya計画の Chainat付近の地域では,この DikeandDitchProjectの有無

にかかわ らず,水稲作のための水利が安定 し,ために収量の安定と増収がはっきりしている｡
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水利計画前,平均収量 40tang/raiといわれたのが 50tang/raiになっている｡ しか し,裏

作は,あまり進んでいない｡最 も水利が安定 し,DikeandDitchProjectの進んでいるはず

の Chainat付近の大 ChaoPhraya上部地区でさえ,裏作率は5%に達 していないのである｡

それに して も,ほとんど皆無であったところから,5%近 くにまで,裏作率が数年のうちにの

びたことは,おどろくべき発展といわなければならない｡

この DikeandDitchProjectが,予期 したほど実状において進行 していないと思われる

が,そのとくに重要な理由として,つぎの 2点があげられよう｡

第 1は,経費 の問題 で あ る｡ 大 ChaoPhraya計画と Phetburi計画をあわせて約 86万

ha,これにたい し,世界銀行の借款とタイ国政府負担 とをあわせて換算約 683万 ドルが投下 さ

れる｡ したがって,1haあた りの工費は,正確に計算すると (表 7参照),79.18ドル (28,505

円)にすぎない｡ この程度の費用をもって,末端組織の水路網をはりめ ぐらすことは,どうし

て も無理だと思われ る｡

第 2は,やはり農民の協力の問題である｡農民にはさきにあげた 1作 25satang/1rai(8¢/

ha)程度の,まった く nominalな水利費がかけられるだけである｡だから,無償であるとい

ってよい｡ もし,農民が mainditchおよび lateralditchの建設に,農閑期 (同時にこれが

工事期である)に無償労力を提供するならば,経費はいちじるしく節減され うるであろう｡ 事

実上,dikeまで RoyallrrigationDepartmentが負担するのは,あまりに も =親切すぎる"

との批判 も生まれる｡ "自らを助けるものを助ける"とのプ リンシプルが, この計画にさい し

て も,とられなければならない｡農民の協力が強 く要請せ られるところである｡ しか も,末端

水利組織の建設だけでな く,その管理にあたって も,できるだけ協同的でなければならない｡

ここに,協同組合の問題がとりあげられねばならないこととなる｡

第 3は,農民の協力は根本的に農民の自覚の問題につながる｡ とりわけ,これからの問題 と

して,農産物搬出のための feederroad の建設,あるいは進んで水路ぞいの集村形態から農

家を団場の近 くにうつす散居形態まで考えられなければならないとき,農民の経営にたいする

自覚,また知的水準の上昇がきわめて重要な問題 となって くる｡ ここに,広い意味での農民教

育 (学校教育だけでな く,社会教育あるいは農業改良普及)が,とりあげられねばならな くな

る｡

4 水利条件整備における協同組合の機能

このように,末端水利組織にたいする農民の自覚と自発とにもとづ く協同体的な機能が強 く

要請 される｡ なんらかの協同組織があって こそ, "上からの濯概排水"事業計画が十分な効果

を発揮 しうる｡
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ところが,タイにおいては,かかる末端水利組織の整備をはじめとする土地 改良 のた めの

土地改良協同組合がすでに法律上できているだけでな く, そのための DepartmentofLand

Cooperativesが,RoyallrrigationDepartmentの属するMinistryofNationalDevelopment

の 1局として設けられているのである｡ したがって,この土地改良協同組合が,末端水利のた

め農民の協同的組織として十分に機能 しておれば,なんら問題がないわけである｡そこで,土

地改良協同組合の実態が明らかにされなければならない｡

(1) タイにおける協同組合

タイにおける協同組合は,20世紀はじめ以来からの農民の経済的 ･社会的状況の悪化の対策

として, 1916年に政府が協同組合の組織に着手 したことから始まる｡ 翌 1917年に Raiffeisen

型の農村信用組合が設置された｡1932年の革命後,協同組合が積極的に奨励され,土地協同組
22)

令,流通組合,都市消費組合,都市信用組合などが組織 されるに至った｡

表 8 タイにおける形態別の協同組合 (1964年末現在)

Agricultural
Cooperatives

Non-agrlCultural
Cooperatives

1.Villagecreditsocieties

2.Large-sizedagriculturalcreditsocieties

3.Provincialfederationsofcreditcooperatives

4.Landsettlementsocieties(agriculture)

5.Landsettlementsocieties(saltproduction)

6.Landsettlementsocieties(ashculture)

7.Landhire-purchasesocieties

8.Landtenantsocieties

9.Landimprovementsocieties(irrigation)

10.Paddymarketingsocieties

ll.Otherfield-cropmarketingsocieties

12.Saltmarketingsocieties

13.Livestockraisingandmarketingsocieties

14.Fisheriessocieties

15.Othersocieties

16.Cooperativefederations

1.Salaryearners'thriftandcreditsocieties

2.Cooperativestores
3.Industrialsocieties

4.Utilitiessocieties

5.Othersocieties

Number

7

7

′b

4

0

3

5

8

2

0

4

1

5

2

1

-

2

2

1

1

7

4

2

1

Source:MinistryofNationalDevelopment,TheCo･oPerativeMovementinThailaxd,
Bangkok,1964.p.26.

2

3

9

山
5

4

2

22) MinistryofNationalDevelopment,TheCO-oi)erativeMovementinThailand(Bangkok:
1964),p.26.
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1964年末現在の形態別協同組合は表 8の示すところであるが,農村信用組合が 9,923,土地

協同組合 457,流通組合 145, その他農村協同組合 14, 都市協同組合 249となる｡ このよう

に,全協同組合数の うち92%までを農村信用組合が占めていることは,いかに信用事業中心で
23)

あるかが明らかである｡

したが って,本稿で問題 とする土地協同組合は,タイの協同組合運動では数的には大 きくな

い｡ しか し,MinistryofCooperativesが 開 設 されたとき,わざわざ DepartmentofLand

Cooperativesが設置された｡ とくに,戦後,その実積はともか く, 土地協同組合はタイの農

業政策の重要な手段 として,とりあげられている｡その成否は,農業開発の将来に,かなりの

影響をおよぼす ものだと考えられてよい｡

(2) 土地協同組合の概況

土地協同組合と して, 最 初 に設けられたのは, 1938年 の LandSettlementCooperative

である｡ その後, 表 9に示 され るように,8種類の土地協同組合があり, 1965年 9月末現在

で,組合数 496,組合員数 25,490,組合員の経営面積は約64万raiにおよんでいる｡ これを

大別すると, 土地借入購入協同組合 (LandHire-PurchaseCooperative),小 作 人協 同組合

(LandTenantsCooperative), 土地開拓協同組合 (LandSettlementCooperative), 土地

改良協同組合 (LandImprovementCooperative)とになる｡

24)
土地協同組合の現状を形態別にみよう｡

1)土地借入購入協同組合は,いわば一種の 自作農創設組合 といってよい｡ これは,つぎの

表 9 タイの形態別土地協同組合 (1965年9月30日現在)

Numberof 】Numberof
Societies 】Family一members

1.LandImprovementSocieties

2.Landlmprovement& CreditSocieties

3.LandSettlementSocieties

4.SaltSettlementSocieties

5.FisherySettlementSocieties
6.LandHire-PurchaseSocieties

7.LandTenantsCooperatives

8.LandHire-Purchase& HousingSocieties

8

4

0

7

′0

3

0

1

1

5

1

5

2

1

2

16,894

1,062

4,676

231

79

863

332

1,353

407,508ra主

25,369

130,484

7,868

7,110

42,610

14,131

362

Total l 469 1 25,490 i 635,442

Source:Dept.ofLandCooperatives,MinistryofNationalDevelopment,Statisticsof
LandCooPe71atives(30Sect.,1965),(inThai)mimeograph.Bangkok,1965.

23) タイにおける農村信用組合および流通組合の問題について,農村の信用構造,流通構造を論ず る機会

に,検討する｡

24)DepartmentofLandCooperatives,MinistryofNationalDevelopment,(ntroductiontoLand
Coo♪eylativesinThailand(Bangkok:1964)(mimeograph)
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小作人協同組合と同 じく,タイの小作事情に もとづ く｡タイは =自作農の国"とはいわれて
25)

いるものの,かならず Lもそうでない｡タイの,地域的に集中 し,しか も最近急に増加 しはじ

めた小作関係に対応するのが,この両組合である｡

土地借入購入組合は,小作問題のやかま しい中央部平原南部に組織され る｡ 政府資金が無利

子で供給され,無限責任組織で,組合員はこの資金で もって,借入購入計画の もとに,土地を

購入する｡15カ年問で完済することになり,完済までは土地所有権は組合に属する｡1965年 9

月末現在で,組合数 53,組合員数 863にすぎない｡1組合あたり組合員数は 16人とい う小規

模なものだ｡

2)小作人協同組合 も,問題地域,とくにNakhonNayok県と Prathumthani県とに組織

されている｡小作条件の緩和を目的とするもので,組合が無利子の政府資金で もって地主から

20年以上の期間で借入れ,組合員に又貸 しする仕組みである｡ これは,20組合 しかな く, 1組

合あたりの組合員は17人,小規模である｡

3)土地開拓協同組合は,土地をもたないか,あるいは小面積の土地 しかもっていない農家

を末開墾地に入植させたり,あるいは既入植農家の経営 ･生活を援助 して開拓 をす すめ,ち

ってタイのなお残された広大な未利用地の開発を目的とする｡ したがって,政府が開拓計画の

ため組織 しているといってよい｡まず政府が自然条件その他開拓適地条件を調査 し,開拓協同

組合を組織する｡ 農業経験の有無 ･健康 ･行状などを基準として,組合員を選衡する｡ 経営形

態と家族規模に応 じて土地を割当てるOついで,政府は組合をとお して,開墾 ･小規模液融排

水施設 ･家屋建設 ･家畜購入および農機具購入のための,長期登金を,組合員に無利子で貸付

けるO 組合は無限責任である｡ 開墾完了し,作付けから収穫があったのち裏金は逐 次返還 さ

れ,全額償還のうえで,土地は組合員の所有となる｡ この開墾による国有地の無償入手は,ち

ともと慣習法によっていたが,1935年の ConservedLandActで明文化 され,これが1942年

の LandAccommodationActに修正されている｡ この開拓組合は,1965年9月末現在で,250

にのぼる｡ 1組合あたりの組合員は18人 ぐらいの小規模なものであり, 1組合あたりの経営面

積は 52raiになる｡(生産性の低い開墾地としては,かならず Lも面積が広いとはいえない)｡

なお, この カテゴリーには属するが, この農業開墾とは別に, Bangkokの南のタイ湾沿岸

Samutsakhonと Thonburiの両県で,製塩組合17,水産養殖組合 6がある｡ これは,形態は

開拓組合になっているが,実際は既存の製塩業者や水産養殖業者の政府資金借入れの組合とみ

てよい｡

4)土地改良協同組合は,農民が協同組織として, 感激用水のコン トロールをすることを目

25) 拙稿 ｢タイ国における農地問題と農地制度改革｣,5'東南アジア研究⊂B,第 2巻 第 4号 (1965),pp.
20-37.
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的とする｡これが最初に設けられたのは,1953年中央部平原においてであった｡ここでは,水

稲作の初期に,河川水位が低いため,水不足に悩む｡ところが,降雨季の末期には河川水位の

上昇と,これにともなう氾濫,排水が困難なために過剰水に悩まされる｡その対策として,港

概用ポンプの設置, lateralcanalから配水する ditch や水門の建設, また氾濫防止のため

の dikeの建設が必要となる｡ この水利協同組合としての土地改良協同組合が有意義な ものと

認められた｡とくに,DepartmentofLandCooperativesは, 大 ChaoPhraya計画受益地

5,700,000raiに,この土地改良協同組合を積極的に組織 しようと計画 した｡ しかし,その組合

の組織を短期間にすすめるのは,資金とスタッフの関係で容易でないので,1960年に第 1次 5

カ年計画が設定され, この受益地内部で 200,000raiをカバーする土地協同組合の組織化をす

すめることとした｡

他方,東北部 もまた水の不足と洪水に悩む地域である｡ ここでは,RoyalirrigationDepart-

mentの溜池計画が1950年代の後期から急速に進められてきた｡ この溜池から配水する ditch

を建設管理するための土地改良協同組合が同じく DepartmentofLandCooperativesによっ

て進められている｡

このように,土地改良協同組合は末端水利を担当する協同組合である｡1965年 9月末現在で

122,組合員は 17,956にのぼる｡ しか し, その地域的分布を見ると, この組合の目的からみ

て,中央部平原と東北部とに集中し,わずか北部に 6,南部に 1組合があるだけである｡

このうち中央部平原は 51組合, 1組合あたり194人の組合員, 1組合員あたり経営面積 24

raiとなる｡ 他方,東北部は64組合, 1組合あたり93人の組合員, 1組合員あたり経営面積

27raiとなる｡

以上のように,土地改良協同組合は,タイの水利条件整備にあたっての基本的問題である末

端水利組織を協同組合として担当するものである｡ その目的とするところは,まことに望まし

いと思われる｡

とくに,大 ChaoPhraya計画の末端組織をこの土地改良協同組合でもって担当せ しめるこ

とは,大 ChaoPhraya計画の効果をあげるための,最適の方策であると考えられる｡ にもか

かわらず,大 ChaoPhraya地域の土地改良協同組合の第 1期 5カ年計画で,地域受益面積の

わずか 3.5% しか対象としていない｡また実績として,1965年 9月末 (つまり計画設定後 4カ

年 9カ月)で,大 ChaoPhraya地域内での組合数は31｡組合員の経営面積の目標の200千 rai

にたいし,147千 raiであって,モデス トにおさえられた計画さえも達せ られていない｡

そこで,なぜ,本来,末端水利整備組織として最 も望ましいはずの,土地改良協同組合がの

びていない かが,現地調査をとおして,究明されなければならない｡

(3) 土地改良協同組合の実態
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蓑10 タイの土地改良協同組合の地域別分布 (1965年 9月末現在)
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さて,さきに述べたように,土地改良協同組合の実態は,中央部平原のそれ と,東北部のそ

れとではいちじるしく異なる｡ 自然条件 ･経済条件から見て,中央部平原は相対的に恵まれ,

東北部は最 も貧窮な "問題地域"である｡前者では河川運河からの潅概,後者 で は溜池 潅概

に結びつけられる｡ 前者では大 ChaoPhraya計画が完成 し,DikeandFieldDitchProject

も上半地区では竣工 している｡ これにたいし後者では,散在的な溜池が建設されつつあるとい

う,きわめて遅れた段階にある｡ その意味で,最 も進んだ濯概排水条件下における中央部平原

の土地改良協同組合をとりあげる｡

中央部平原においても, 概 して上半部はど水利条件に恵まれている｡ しか も, Dikeand

DitchProjectは下部ではまだ着工されていない｡そのため,とくに中央部平原の北部,その

うちで も最 も進んでいるといわれる Chainat付近の地区の土地改良協同組合の実態を明らか

にする｡

その目的のために,Chainat付近の Boromathatと Manoromの両地区 (いずれ もDepart一

mentofLandCooperativesの両事務所の管轄地区)を調査対象とし, あわせ て, これよ

り少 し南の, また発展のお くれている Bantabod地区をも簡単に比較のため, 対象とする｡

Chainat周辺の両地区は,中央部平原のなかで も,最 も恵まれ,また土地改良協同組合が最 も

進んだケースであることに,留意されたい｡

1)Boromathat地区の土地改良協同組合

この地区は ChainatDam 完成に先立ち,1950-57年にかけて Iateralcanalが完成 した｡

また DikeandDitchProjectも最初に1961年着工 され,1964年には mainditchと lateral

ditchができあがっている｡ しか も,ChaoPhraya河の分水地点に接続 しているために,自然

条件として水に最 も恵まれた地区である｡

地区の農業経営状況を一言でいうと,水田 1毛作経営形態で,経営規模は 25rai,raiあたり

収量は,現在水利条件の安定に幸 して,500kgに達 している｡ タイとしては, ひじょうに高
26)

い収量である｡ しかも,水田面積と水稲収穫面積との開きはほとんどない｡ 1965/66米作年度27)
は米価騰貴のため庭先販売価格が平均 tang(10kg)あたり 10Bahtになっている｡したが

って粗収益は反収 500rai,農業経営粗収益は平均 12,500Bahtに達する｡ なお,裏作は,この

地区では2%に達 しておらず,裏作物は主 として Maungbeanである｡(なお,Maungbean

26) 参考のため,タイの1963/64年の米作は,豊作であったが,平均 raiあたり収量は 255kgである｡
したがって,この地区は平均収量より約2倍の収量をあげている｡なお,参考のため記しておくが,
籾 100kg/rai-玄米 0.29石/反 という換算表を使用すると,わが国との比較ができよう｡500kg/ra主
は反当玄米換算 1.45石となる｡

27) 籾 1Baht/kg-玄米 214Baht/右 という換算表を使用すると,籾 1kgあたり1Bahtは玄米1
石あたり3,852円という低い価格となる｡この庭先価格のおどろくべく低いことについては,別の機
会に検討する｡
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の反収は 1raiあたり 80kg,1kg あた り庭先相場は 2Baht,したがって Maungbean の

raiあたり粗収益は 160Baht見当とみてよい)｡

この地区は,DepartmentofLandCooperativesとして,大 ChaoPhraya計画との関連

における土地改良協同組合奨励が最初にとりあげられた｡1960年,まず Boromathat土地改良

協同組合局事務所が設置され,この事務所の もとに,いいかえると,目上からのり指導奨励で,

まず同年 ChaoPhrayaDam 組合が発足 した｡1963年に Boromathat,Tientaeおよび West

PonantDam の 3組合,1964年に Heuykrod組合,1965年に Pragsiraeba組合が設立 され

た ｡

6組合からなる この地区の 全面積は 55,000rai,その約 85% が水田とみられる｡ 組合員は

2,095人で,全農家の約80%が加入 している｡

ここで注意すべきは,この土地改良協同組合が地区内全員の強制加入でないことである｡ し

たがって,組合が土地改良事業を行なおうとすると,ひじょうな困難に遭遇せざるをえない｡

なお, また経営規模の大きな農家で加入 していないのが多い｡ この地区の平均経営規模は 25

raiといわれるのに,組合員の経営面積は 2,975raiで,1人あたり経営規模は 14raiにすぎ

ない｡ この上層農家が加入 していないことは,理由はあとで明らかにするが,この地区の組合

表11 Boromatat地区の土地改良協同組合の資金内容 (1965年11月30日現在)

Name
jCultivated

Area FZireeAbeYs

3.Tiewtae

4,WestPonantDam

5.Heuykrot
6.Praksiraeba

5,0005,0005,000

10,000

Number
of

members

Capitalpaid

bymembers

122,895

42,215

35,805

44,170

10,220

9,000

BahtF Baht
4,470 ; 2,682

Total F 55,000 ‡ 29,537 1 2,095 I 264,305 ⊇ 4,470 F 2,999

1.ChaoPhrayaDam
2.Boromathat

3.Tiewtae

4.WestPonantDam

5.Heuykrot
6.Praksiraeba

Fund for

agrlCultural
purp ose

B云h-t

48,036

21,184

3,721

Dep osltin

savingbank
Baht

l60,240

93,085

60,543

53,803

11,353

9,573

Extending cr e-
dittomembers.
USOM Revolv _

ing Fund
Baht

639.541

Governm ent

fund

Babt

176,001

120,915

218,005

57,600

60,000

Lim itof

borrowing
ofsoclety

Baht

1,510,000

600,000

400,000

350,000

600,000

400,000
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の致命的な問題だと思われる｡

この地区の組合が具体的に行なっている事業はふたつである｡第 1は土地改良事業としての

未利用地の開墾｡この地区では,いまなお濯木や蟻坂のため耕地化 されない面積が10%近 く存

する｡ しか し,これは,地区事務所の所有する トラクター (CatapillerD7,30hp)による｡

DepartmentofLandCooperativesの直営であって, 1日8時間,125Bahtで もって賃排

の形がとられている｡

第 2は,信用事業である｡信用事業といって も貯金はぜんぜんない｡ 6組合合計 して出資金

235千 Baht,これにたい し借入金 1,811千 Baht(ChaoPhrayaDam 組合は USOM 資金,他

の 5組合は政府資金)の資金調達をする｡ 出資金よりも8倍の借入金を もつ ｡ だから,組合員

1人あたりの出資金が約 110Bahtにたい

し,借入金は約 1,000Bahtになる｡USOM

RevolvingFundや政府資金の利率は年 3

% を標準, 組合員-の 貸付利率は年 10%

である｡

この組合は,ただこれだけのことしか,

実施 していない｡いいかえると,末端水利

組織としての機能はぜんぜんなく,未利用

地の開墾 も実は Dept.ofLandCoopera-

tivesの直営事業である｡ いいかえると,

組合は USOM 資金なり政府資金なりを農

民に貸付け,利鞘をとるチャンネルにすぎ

表12 ChaoPhrayaDam 土地改良協同組合の

USOM RevolvingFund(1965年)

ない｡この地区組合のなかで最 も古いChao

PhrayaDam 組合を例にあげると,表10に示されるように,資金は USOM RevolvingFundの

供給に依存 している｡ しか も,1965年度で,38,377Bahtの剰余をあげているが,これはまっ

たくの利鞘かせぎである｡これでは,いったい,この組合は土地改良協同組合という名称にふ

表13 ChaoPhrayaDam 組合の損益計算表 (1965年度)

Expense I Earning

InterestforRevolvingFund 22,707Baht

Expenses

OperatingExpense 4,729

FeeforUnionofCooperatives 882

Depreciation 36

Pro丘t 38,737

67,091

Receivedlnterest 64,825Ba也t
EntranceFee 310

InterestreceivedfromSavingBank 1,956

/
67,091
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さわ しい かどうか,疑問とされ るところであろう｡

2)Manorom 地区の土地改良協同組合
28)

Manorom 地区は ChainatDam の北にひろが り,前 述の Boromathat地区に北 接 してい

る｡まず,Manorom Phatthana組合が1962年,つづいて Dept.ofLandCooperativesの地区

事務所,Manorom Samakhi組合が設立 され,翌1963年に, BaTILek Bamrungrat,Sakon

Phatthana両組合,1964年に SilaTashanuan,Prasan Samakhi両組合,1965年に Tham一

義14 Manorom 地区土地改良協同組合一質 (1695年11月30日現在)

Name

三IM"aann:rr:mmpShaaTtahkahnia5
3.BanLek ∃

4.SakonPhatthana

5.BumrungSasada
Samaklli

6.SilaThashanuan
Samakhi

7.PrasanSamakhi

8.Thummansul

Total

Name

trip.gnlStra~ !meZfbersj area

1962 i 332

Areaoccu-
piedby
members

LiabilitiesandCapital

Fundfor
public
work

rail rail
9,300 巨 9,292

1962 1 166 . 9,300 1 5,029

:,9;≡ t 3793

9,300 1 2,395

16,393

193 【 9,454

1964 ; 152

1965 ㌦ ;;≡

10,889

62,400

19,214

22,170!

三8針 妻…享,;工 …:;2;巨 8

Ballt: Bah t

3,367

1.Manorom Samakhi

2.ManoromPhatthana

3.BanLek

4.SakonPhatthana

5.BumrungSasada
Samakhi

6.SilaThashanuan

Samakhi

7.PrasanSamakhi

8.Thummansul

Total

70,856 r 6,464 1 153

77,159 t 6･337

98,154 弓 4,285

151,000

40,000

691,311

4,893

1,080

1,132

90

96

116

l :n:

23,178 】 76,000

ll,949

22,865

124,900

92,200

62,266 151,000

11

i
942 t■

209,562 ; 749,100

∩川n
hBa

627

450

1
475

533

2,085

28) Manorom 地区の農家経済調査として1962年施行されたつぎの報告書はきわめて貴重な内容をもって

いる｡PraiwanResanond,ManitKijpaitul,AmnuayChoomsamut,SomneukVichitpongand
Sriaroon Resanond,A Surveyof EconomicConditionof Farmersu)i-thinthe Areaof

Manorom Irrigation Project.Faculty ofEconomicsand CooperativeScience,Kasetsart

University,Bangkok,1962.
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mamun組合が設立された｡

ところが Boromathat地区の全組合が大 ChaoPhraya濯概地域に属するのにたいし,ここ

では,この濯翫地域に属さない SilaTashanuan組合が入 っている｡これは,濯概局が 1950

年に緊急的なポンプを設置 したが,必要 なとき以外はとりはずされた｡これは一種の mObile

unitのようなもので,農民の希望によって,緊急時にポンプが持ちはこぼれる仕組みである｡

しば しば,間に合わないことがあった｡1964年に,°ept.ofLandCooperativesが,施設費

14万 Baht,ポンプ費用 40万 Bahtを支出し,(2dieselengines,2pumps,head25feet,

20inches,75hp),恒常的な揚水施設を設けた｡°ept.ofLandCooperativesが濯概事業を

直接に行なっている事例として,また,組合員が出資あるいは借入 して,この施設を設けたの

でないこととして注目に値する｡

ManoromSamakhi,ManoromPhathana,BanLekBamrungratの 3組合は,大ChaoPhraya

濯概地域に属するが,canalからではな く,3組合 が ひ とま とめにな って,ChaoPhraya河

から,直接に取水 している｡この施設は BanLeklrrigationProjectとよばれ,1962年着工

して,1964年完成｡受益面積 28,000rai,揚水施設は 2dieselengines,2pumps,head8meters,

30inches,18,000gallon/hourである｡ これは,もちろん権衡局の事業である｡

あとの3組合,SakonPhattbana,PrasanSamakhiおよび Thamamunは,大 ChaoPhraya

港翫地域のなかの計画に属 しており,涯翫組織として Boromathat地区と同じよ うに,幹線水

路から導水 されている｡

この地区の組合員数は 1,779で,加入率は約80%であるといわれている｡ 1組合あたり組合

員数は平均 222となる｡地区の耕地総面積は約 80,000raiで,そのうち組 合員 の耕地総面積

は約 50,000rai,したがって面積からいうと,組合は62･5% 程度をカバーしている｡ 1組合員

の経営面積は Boromathat地区より,はるかに大きく,約 30raiになっている｡

この地区は水田一毛作である. 裏作としては,わずかに 200raiが Maungbeanにあてら

れているが,耕地面積の 0･25%にすぎない｡ 冬季にはポンプ揚水場が閉鎖され, ぜんぜん漕

概が行なわれていない｡まず,実験程度とみて,さしつかえない｡

この地区では,farmers'ditchがあるが,決 して永久 的なものでなく,しか も約 1,000rai

(全面積の 1%あたり)をカバーしているにすぎない実状である｡この点 も,Farmers'Dike

andDitchProjectとしては完成されたはずの地区であるにかかわらず,実際には,ほとんど

行なわれていない｡

この地区の8組合は,すべてが,さきの Boromathat地区の組合と同 じく,政府回転資金の

貸付けを行なっているだけである｡土地改良協同組合として望ましい事業であるポンプ揚水 も

政府直営である｡ ここでは,土地開墾が全部完了 しているから, トラクター開墾 も行なわれて
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いない｡

したがって,根本的には,Boromatat地区のそれと同じように,政 貯 賀金 の貸付け組合に

すぎないといえよう｡

3)Bantahod地区の土地改良協同組合

ChainatDam 周辺地域から出発 した土地改良協同組合は,ちくじ南へのぴてゆ く｡ Chainat

Dam の南方の SuphanburiProvinceに属するBantahod地区では,1963年 ImohitPhatthana,

1964年 SamakhiPhatthanaの両組合が設けられ,1965年12月末には DoeITlbangPhatthana

組合が発足 した｡これはすべて,1963年に設けられた地区事務所の指導による｡

この地区は,大 ChaoPhraya濯概地域に属する｡ ここでは DikeandDitchProjectは

1965年で もって一応完成 したことになっているが,farmers'ditchは これ か らである｡この

地区でとくに痛感されたのは,大 ChaoPhraya計 画 の効果である｡従来は canalとして利

用されている河川の innundationによっていたが,ChainatDam の結果,この canalの水

量が安定 した｡そのため,250kg/raiを標準とした収量が,1964年には 340kg/ra主,1965年に

は 400kg/raiにまであがってきており,これは記録破 りの収量だといわれている｡

裏作は,Maungbeanが有望であるといわれているものの,現在のところ,全然行 なわれ

ていない｡

地区の組合は,いずれ も信用事業 (1組合あたり約 20万 Bahtの政府賀金の貸付)と,100

hpの トラクターによる漕木地 ･竹林 ･蟻塚の開墾事業とである｡(これは年間 100rai程度)0

しか も,開墾は政府直営だから実際上は,信用事業だけを行なっているにすぎず,さきの両地

区の組合と,まった くその内容をひとつに している｡

4)土地改良協同組合にたいする評価

末端水利組織整備のための望ましい農民組織形態としての土地改良協同組合は,設立後まだ

数年 しか経過 していないというものの,以上 3地区の組合の実態からして明らかなように,ま

った くの USOM および政府資金の貸付機関にすぎない｡ いいかえると,政府資金の農民-導

入のチャンネルにすぎない｡それ は信用組合とさえ呼ぶにふさわ しくない ものである｡ しか

も,その資金はほとんどが生活資金であり,土地改良はもとより,農業経営に使われ る資金は

皆無であるといってよい｡

もちろん,数年の歴史 しか持 っていないので,軽々しく批判することは許されないであろう

が,理念として望ましいこの組合について,実際には失望せざるをえないのであった｡

その理由としては,つぎの諸点があげられよう｡

第 1は農民の自覚をまたず しての政府の上からの指導による組織づ くりである｡ もともと農

民は末端水利の建設管理にいたるまで政府が担当すべきものだと,ねづよ く考えている｡そこ
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には,なん らの自覚 も自主性 も,そだたない｡ しか も, もともと中央部平原では農民問の協同
29)

作業的要因が乏 しい｡協同性の歴史を もたないところに,協同組合組織を上か ら,お しつけた

ことに無理があるといわざるをえない｡

第 2は,農民 自身で水の積極的利用を考え るまでに至 っていないことがあげられ る｡すなわ

ち, 水 路 細 の 合 理 的建設によ って, 全体 と して水の 20-30% の 節 約 が 可 能 だ と して も,

lateralditcbぞいの農民は もちろん,mainditch,あるいは Iateralcanalにそっている農民

は,自分の水 田-の水の供給には困 らない｡む しろ,dikeが建 設 され ると排水に困 ることが

生ず る｡だか ら, さきに指摘 した協同精神に欠 くとともに,農民問の嫉妬が加わ って,農民間

の協同による水路網の建設 とい う自主性がわいて こない｡いいかえ ると,こと表作水稲栽培の

ためには,大部分の区域で,異 常 な 早 魅 の 年 以 外は,ほぼ十分 な水が,少 な くと も大 Chao

Pbraya港概地域では,得 られ るに至 っている｡

しか し, こと裏作用の潅漑用水 になると,事情はまった く異な る｡ 現在裏作はたんに水利条

件 によ ってのみ,はばまられているのではない｡ しか し,か ぎられ た水をいかに利用す るか,

いいかえ ると,DikeandDitchProjectの完成 と並行 しての農民 白身による farmes'ditch

の建設が不可欠な条件 となる｡ したが って,裏作が普及 しは じめ るな らば,水にたいす る農民
30)

の態度が改め られてゆ くであろう｡

第 3は,農民 自身の積極的な土地改良をはばむ ものと して,資金の不足が大 きい｡ これは裏

作導入 をはばむ要因に もなってい るが,現金余剰が平年作では,ほぼ零に近い状態におかれて

い るとき,いかに して貯蓄一投資一所得増加の発展的循環がえ られ るであろうか0 (この農民

29) たとえば,バンコク北方の BanChan村調査にもとづく Phillips教授の報告を見よ｡
30) 大 ChaoPhraya濯概地区において裏作の普及をはばんでいる要因として,つぎの諸点があげられよ

う｡①裏作用水の絶対的不足である｡この解決には ChaoPhraya河の上流におけるダム建設が必要
であるとともに,DikeandDitchProjectのいっそうの整備,さらに farmer'sditchの完備が必要

とされる｡また裏作用水必要量の合理的測定と用水の合理的利用がはかられなければならない.(む資

本の不足である｡土地への資本投下を考えず,ただ営農資金だけを考えよう｡代表的な裏作物である

Maungbeanを例にとると,種子 ･耕起費 (トラクター賃耕)･ポンプ揚水費 ･殺虫剤などで, rai

あたり 100Bahtの現金支出が必要である｡収量は 60-80kg,1kgあたりの庭先価格は 3-5Baht
である｡だから平均をとると,raiあたり現金粗収入は 280Baht,現金純収益 (ただし自家労賃評価

をふくむ)は 180Bahtとなる｡そのかぎり,農家経済余剰の増大をもたらすが,当初のraiあたり

100Bahtの営農資金に困るわけである.領)裏作物価格の変動oMaungbeanの場合,最近10年間

に庭先価格が 3-5Bahtのはばで変動する｡かりに収量がおちて raiあたり 60kg,1kgあたり

3Bahtのときには,現金純収益は 80Bahtにしかならない｡④市場が限られていることも, この

裏作物価格の変動の大きな原因となるO積極的な市場開拓が必要となる｡(む労力不足O水稲が6月上

旬から作付けられはじめ,収穫は11月中旬-1月中旬,脱穀調整は12月からはじまって2月までつづ

く｡裏作物を導入すると,12月～2月がひじょうな農繁期となる｡したがって,裏作物導入のために

は,稲作の栽培期間のくりあげにともなう, いろいろな技術的な innovationが必要 とされよう｡

㊥最後に,農民の現金収入獲得のための意欲のいかんが,裏作物導入のための重要な鍵となる｡しか

し,この点は,消費パタ-ンの変化にともなう現金収入増加-の欲望が,現在いちじるしく高まりつ

つあるものと判断されよう｡
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31)
の saving-investmentの問題については,別の機会に論 じたいと思 う｡)

第 4,土地改良協同組合がたんなる政府資金貸付け組合にすぎな くなって しまっていること

の大きな理由として,農民側だけでな く,行政担当者側にも大きな問題がある｡

そのひとつは,土地改良協同組合を所管 している土地協同組合局は,予算 も少な く,スタッ

フにも恵まれない,小 さな弱い局であることが指摘 される｡ 他の諸局に くらべて相対的に,そ

ういえるのであるが,この局が,他の諸局と競争 して,末 端水 利組 織 を担 当するということ

は,現実の問題として,とうてい無理な相談なのである｡ いかに,理想なり目的なりは立派だ

として も,実際に農民を指導 してゆ くことはできない｡たとえば,Boromathat地区事務所が

6組合と約 2,000人あまりの組合員を指導 し, しか も組合の経理を全部担当し,さらに開墾事

業を行なっているが,°ept.ofLandCooperativesから派遣 されている quali丘edの職員は 1

人だけしかいない｡あて られた資金量 も180万 Bahtにすぎず (しか も,ここは USOM 資金

があるから,これだけの額にのぼるが, 政府資金だけでみると,120万 Bahtに しかならな く

なる),これで もって組合員耕地面積約 3万raiをカバー しようとすることも,無 理で ある｡

弱小な政府機関に,あまりに も大きな任務を課 しているのだ｡ その結果,現状 としては,お茶

をにごしている程度にすぎな くなる｡

ところが,もうひとつ重要な問題は,土地改良ならびにそれとの関連における表作としての

水稲,裏作としての畑作物の増産対策について,あまりにも官庁間の縦割 りが強 く,官庁間の

連絡調整が行なわれていないことである｡

関係機関をあげるとつぎのようになる｡

(i) 国家開発省土地組合局一土地改良協同組合担当

(ii) 国家開発省港鶴居-潅概排水事業担当

(iii) 農務省米穀局一濯敵地米作指導

(iv) 農務省農務局一水田裏作物指導

(Ⅴ) 内務省公共福祉局一裏作奨励

この うち,°ept.ofLandCooperativesの具体的な事業の実態については述べた｡ 港概局

は,土地協同組合局と同 じ国家開発省に属するというものの,まったく別の機関であり,ひと

つの巨大な (タイとしてほ)独立王国なのである｡この局は,commonirrigatorを 1,000rai

31) このsaving-investment問題は,広く農家経済実態の調査分析にもとづいて検討されなければなら
ない｡土地協同組合局 Bantahod地区事務所の1964年度の ImohicPatana土地改良協同組合 (組

合員 185)の1戸あたりの現金収入 ･支出はつぎのどとくである｡
農家現金所得 7,358Baht
農家現金支出 5,279
農家経済余剰 1.629

ただし,この年はこの地区として水稲raiあたり430kgの収量をみた豊作の年であり,したがって,
この農家経済余剰は最大のものといってよい｡
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について 1人ずつ農民のなかから選ばせている｡この COmmOnirrigatorが最末端水利組織

を担当させており,水利組合は組織されていない｡この COmmOnirrigatorと土地改良協同

組合とは無関係である｡さらに,少なくとも大 ChaoPhraya潅概地域内で土地改良協同組合

がなんらかの土地改良事業をしようとすれば,当然,水利組織を完全ににぎっている潅概局と

の連絡の上においてでなければならない｡ところが,土地協同組合局と港概局との問になんら

の連絡調整 も行なわれていない｡それぞれの下部の出先機関である土地改良協同局事務所と濯

淑局の地区事務所との間にも,なんら事業についての横の連絡がないのであるoこのような状

態のもとでは,弱体な土地協同組合局,したがって土地改良協同組合は浮かびあがらざるをえ

ないであろう｡

水利はまず水稲作のためにある｡ところが,水稲作の指導奨励は農務省米穀局の担当すると

ころであり,この出先機関と潅概局出先機関との関係 も緊密ではない｡ したがって,水稲作の

ための水の時期的必要量配分という協同作業を必要とする重要な問題がとりあげられない｡ま

た,米穀局は米穀局指導下の農民組合の組織である｡ 水田地帯の FarmersAssociationはタ

イワンから範をとったものだが,もともとは日本の戦前の農会の模倣である｡これは,したが

って本質的に協同組合と対立する｡ 同じ潅概地域の農民が,土地協同組合局の組合と,米穀居

の組合との二重組織に加入 しなければならなくなる｡

さらに,濃概排水事業の副次的目的である2毛作についてみると,純水田地帯において圧倒

的な勢力をもつ米穀局は水稲にのみ関心があって,裏作畑作物については興味を示さない｡畑

作物を担当する農務局は,純水田地帯には,試験場ももたなければ,出先の係官 もおいていな

いOだから,裏作の指導奨励を担当すべき農務局は,ぜんぜん無力であるOところが,地方行

政について,ひじょうに強力な内務省 (それは警察をもち,戦前の日本の内務省に匹敵する)

が,水田地帯の裏作に,強い関心を示す｡ しかし,内務省の強い発言力は中央段階においてで

あって,現場では,ほとんどなにも行なっていないといえよう｡

このような行政機構の徹底的な縦割 り,この各機関問の連絡調整がかけていることこそ,末

端水利組織がうまくゆかず,土地改良協同組合が有名無実の存在にすぎない最大原因であると

思われる｡

5 む す ぴ一残された問題-

タイの農業生産の基盤条件が,交通条件と濯概排水条件との整備をとおして,着々と進行 し

ていることを高 く評価する｡農業多角化一畑作物の発展-は交通条件の整備に負うところが大

きい｡また米穀生産の安定と増大とは,水利事業の展開にもとづ くといってよい｡ 1964/65年

度はタイ史上随一の豊作であったが,翌 1965/64年度は,降水不足にさまたげられたものの,
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なおかつ前年度に くらべて,わずか 10万 トンの減産にとどまる950万 トンの生産が予想 されて
32)

いる｡ しか も,作付不能面積が 60万 rai(全水田面積の約 1%)にすぎなかったことは,まっ

た く漕概事業の進展のためであるといってよい｡

しか し,水利条件のよ り効率的な整備,またその農業増産への効果をあげるためには,つぎ

のふたつの根本的な問題が解決されなければならない｡

第 1は,農民の自覚と自主 とにもとづ く,農 民 自身 の協 同組 織 の 強化である｡Dikeand

DitchProjectが一応完成 されたとして も,main ditch,lateralditchの維 持 管理,さらに

その効果的運営のための farmers'ditchの整備は農 民 自身 の手 に委 ねられなければならな

いD末端水利まで政府が直接担当することは長 期 的 にみ る と不可能である｡ この意味におい

て, いま, いっさいが上からの指導あるいは管理によっているが, これができるだけ近い将

莱,農民自身の自主的な協同管理に移 されなければならない｡ この問題は根本的には農民の行

動様式,これ との関係における農民教育につながる｡また同時にこの問題の解決には時間の経

過が必要とされ,ために経済開発計画の急速な進展にたいする農民の受けとめ方のお くれ とい

う基本的な難関にぶつかる｡

しか し,第 2には,行政機構の徹底的なセクシ ョナリズムが,効率的な運営のための,ひじ

ょうに大きな障害をな していることが認め られねばならない｡ もっとち,これはたんに水利組

織整備というだけでな く,タイの行政組織の根本問題につながるものである｡ これは,ひいて

は,タイ人とりわけタイ官僚の行動様式につながるものであるといってよい｡ しか し,農民に

自覚 と自主性 とを もつよう育てあげることのむずか しさに くらべ ると,行政機構の改革は同 じ

程度にむずか しいとはいえないだろう〔タイの publicadministrationが,いまや急速な経済

発展のための障害になってきたことが, しだいに広 く強 く認識 されてきていると思 う｡ また,
33)

タイに行政機構を改革 しうるだけの取智 と情熱とを十分に期待 しうると思 う｡ この意味におい

て,末嬬水利組織の整備改善は行政機構の改革に待つところの大きいことをとくに強調 し,こ

れがいささかで もタイの全行政組織改革の契機となればと切望するしだいである｡

(1966年 3月10日バンコクにて)
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追記 1966年12月6-8日,東京において開催された東南アジア農業開発会議 (参加国はカンボジア ･イ

ンドネシア ･ラオス ･マレ-シア ･フイT)ピン ･シンガポール ･タイ･南ベ トナムと日本)紘,東南アジア

農業開発にたいし日本が積極的にふみきったとの意味において,まさに画期的である｡

この会議でとりあげられた問題は,農業技術改善,漕概排水,農業普及,流通機構,開発資金,漁業開発

などであった｡このうち,本稿と関連 して,とくにつぎの点に注意されたい｡

東南アジア農業開発において水のコントロールが基礎的条件をなすことは,あらためて,この会議で認識

された｡コントロールのため,従来,ともすれば大規模な貯水ダムをはじめとする水利計画がとりあげられ

たが,この会議では,とくに末端の漕概排水組織の重要性が強調されたOこのことは,低開発国における農

業開発の戦術として,ひじょうな進歩であると思われる｡

同時に,この会議では,農民の普及教育の重要性が,あらためて認識された｡この点も,低開発国農業開

発の戟術として,大きな収穫だといわなければならない｡

しかし,たいせつなことは,会議でその重要性の認識 された方策が,いかにして,現場において実施さ

れ,実現されうるかにある｡本稿において力説 したように,末端水利組織と農民の自主性にもとづく組合組

織とは,まったく不可分の関係にあると,わたくLは思う｡また,農民の自覚と自主性とは,根本的には,

農民にたいする普及教育にもとづき,また普及教育には時間のかかることに,深く留意されるべきである｡

したがって,ともすれば≪会議は踊る≫ことの,くりかえしを避けるには,東南アジア諸国が積極的に普及

教育に一日も早くのりだすことが必要ではなかろうか｡同時にまた,これに関連しても,行政組織の改革と

能率化とが,強 く要請されるのではなかろうか｡

わたくLは,これらの問題については,別の機会に東南アジア農業開発論として,とりまとめたいと思う｡

(1966年12月11日京都にて)
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